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室内土質試験の改正

2021年12月1日 協同組合土質屋北陸 江守達弥



地盤調査関係の改正状況

2012～2013年： JIS日本工業規格・ JGS地盤工学会基準（試験法青本）のほぼすべて

→ 地盤工学会「地盤調査の方法と解説」2013年発刊

2015年 JGS 1318-2015 単孔を利用した地下水流向流速

2017年 JGS 3761-2017 水圧破砕法による初期地圧の測定方法

JGS 1319-2017 地下水面より上の地盤を対象とした透水試験方法

2018年 JIS A 1230:2018 動的コーン貫入試験方法

JGS 3541-2020 岩盤の原位置三軸圧縮試験方法

2020年 JIS A 1221：2020 スクリューウエイト貫入試験方法 旧：スウェーデン式サウンディング試験



地盤調査の方法一覧



今回の改正状況
2018年 JIS A 0207：2018 地盤工学用語

2018年 JGS 0312-2018 低透水性材料の透水試験方法

2020年 JIS日本工業規格 のうち、室内試験のほぼすべて

2020年 JGS地盤工学会基準 のうち、室内試験のほぼすべて

2021年3月 JIS A 1217：2021 土の段階載荷による圧密試験方法

2021年3月 JIS A 1227：2021 土の定ひずみ速度載荷による圧密試験方法

→ 地盤工学会「地盤材料試験の方法と解説［第一回改定版］」2020年発刊



室内土質試験の方法一覧



改正の主な目的と内容

・国際標準への整合

単位の整合のためcmを廃止。長さはmmまたはmで記載

密度はg/cm3 → Mg/m3

・地盤工学の用語および定義の統一

・有効数字と実施回数を明言



・新設「JIS A 0207 地盤工学用語」に各試験で用いられる用語や定義をひとまとめにした。各試
験では参照先として記されるだけとなり簡潔化された。

・注記事項として扱われていた記述の多くが本文に組み込まれた。

・一部では、試験方法や手順に関する記述が詳しく記されたり、図表が追加されたりされた。

・各試験で実施回数が明言された。ただし実務への影響を考慮して「最低１回は行う」等のとて
も控え目な記述。

（小さな）変更内容-1



（小さな）変更内容-2

・JIS A 1202 土粒子の密度試験方法

適用範囲 目開き9.50mmのふるいを通過した土粒子 → 4.75mm

・JIS A 1225 土の湿潤密度試験方法

ノギス法 ：適用範囲は円柱のほかに直方体でも可能となった

高さの測定は 2点 → 3点

・JGS 0211 土懸濁液のpH試験方法

適用範囲 土と水が懸濁した状態の流体～ → 土粒子または岩石粉砕物が懸濁した水～



大きな変更内容-１

・有効桁数の明言 各試験において計算結果の桁数が記された

「土粒子の密度は小数点以下2桁に丸める」

「含水比は小数点以下1桁に丸める」

「粒度の通過質量分率は小数点以下1桁に丸める」 等

地盤材料試験の方法と解説［第一回改定版］序文に「規格・基準においては，最低限の有効数
字に抑えてある。」とあり、例えば土粒子の密度は３桁で記すなど詳細側の桁数であれば、こ
れまで通りでも問題は無い。



大きな変更内容-２

単位の変更

寸法、変位量は cm → mm 

密度はg/m3 → Mg/m3となった。

2.67g/cm3 = 2.67Mg/m3 （= 2670kg/m3）

土粒子の密度試験、湿潤密度試験、

締固め試験、一軸試験など

また、体積が 有効数字3桁×指数 mm3 と表記する試験がある。

標準的なφ50mm円柱供試体は =196cm3 = 196000mm3 = 1.96*105 mm3



大きな変更内容-３
JIS A 1217 土の段階載荷による

圧密試験方法，

JIS A 1227 土の定ひずみ速度

載荷による圧密試験方法

圧密量⊿H cm → mm ，時間 min → s

d- √tグラフの横軸の経過時間ｔ min → sec

圧密係数cv  cm2/d → m2/s



圧密係数cv cm2/d → m2/s 1.0 cm2/day = 1.16 * 10-9  m2/s

→



新規格・新基準の適用
新規格・新基準は改正された2020年より即日適用されている。

実務としては当組合のソフトウェアが2021年7月に対応した。

問題は「地質・土質調査成果電子納品要領」である。

国交省、農水省、各自治体の要領に従ってTESTを作成する必要がある。

新規格・新基準に対応した要領が適用されるとき、当組合のデータシートも対応させたい。

（ただし複数の要領が混在する日が来るので、データ整理が非常に煩雑になってしまう）

もし新規格・新基準のデータシートが必要であれば、都度対応いたします。
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